The anomalous behavior of coefficient of restitution in the oblique impact by 國仲, 寛人 & 早川, 尚男
Title The anomalous behavior of coefficient of restitution in theoblique impact
Author(s)國仲, 寛人; 早川, 尚男










京都大学 人間 ･環境学研究科 囲仲 寛人1















































































- 8 5 1 -
研究会報告
を描くことができる｡
Vl
図 3:申1と摩擦係数pの関係.
4 まとめ
今回報告したことは以下の通りである｡
1.はねかえり係数が衝突角度によって上昇し､1を越えるためには壁の局所的な変形が必要で
あり､その変形量を理論的に見積もることによって､衝突角度とはねかえり係数の関係を得
ることができた｡
2.衝突角度とはねかえり係数の関係には壁表面の摩擦係数が関係しており､衝突角度と摩擦係
数の関係も簡単なモデルで説明できる｡
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